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情
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所

長

平
安
山

敏
和

十
一
月
後
半
か
ら
沖
縄
で
も
冬
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
各
園
・
学
校
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
特
に
子
ど
も
の
体
調
管
理
に
つ
い

て
注
意
喚
起
し
な
が
ら
、
充
実
し
た
教
育
実
践
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

十
一
月
十
六
日
の
「
情
報
教
育
研
修
会
（
講
演
会
）
」
の
開
催
の
際
に
は
、
各
学
校
か
ら
多
数

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
、
関
西
大
学
総
合
情
報
学
部
の
黒
上
晴
夫
教
授
を
お
招
き
し
て
、
「
思
考
を
促
す
授

業
デ
ザ
イ
ン
」
を
演
題
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

小
中
学
校
新
学
習
指
導
要
領
の
第
五
章
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
は
講
演
内
容
に
係
る
「
考

え
る
た
め
の
技
法
」
及
び
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
つ
い
て
左
記
の
と
お
り
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

第
３
の
２
の(
２)
探
究
的
な
学
習
の
過
程
に
お
い
て
は
、
他
者
と
協
働
し
て
課
題
を
解
決
し
よ

う
と
す
る
学
習
活
動
や
、
言
語
に
よ
り
分
析
し
、
ま
と
め
た
り
表
現
し
た
り
す
る
な
ど
の
学
習

活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
例
え
ば
、
比
較
す
る
、
分
類
す
る
、
関
連
付

け
る
な
ど
の
考
え
る
た
め
の
技
法
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

第
３
の
２
の(

９)

情
報
に
関
す
る
学
習
を
行
う
際
に
は
、
探
究
的
な
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
を

通
し
て
、
情
報
を
収
集
・
整
理
・
発
信
し
た
り
、
情
報
が
日
常
生
活
や
社
会
に
与
え
る
影
響
を

考
え
た
り
す
る
な
ど
の
学
習
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
第
１
章
総
則
の
第
３
の
１

の(

３)

の
イ
に
掲
げ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
な
が
ら
論
理
的
思
考
力
を
身
に
付
け
る
た

め
の
学
習
活
動
を
行
う
場
合
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
す
る
こ
と
が
、
探
究
的
な
学
習

の
過
程
に
適
切
に
位
置
付
く
よ
う
に
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
解
説(P50
)

」
に
は
「
『
考
え
る
た
め
の
技
法
』
と
は
、
考
え

る
際
に
必
要
に
な
る
情
報
の
処
理
方
法
を
、
例
え
ば
『
比
較
す
る
』
、『
分
類
す
る
』
、『
関
連
付
け

る
』
な
ど
、
技
法
の
よ
う
に
様
々
な
場
面
で
具
体
的
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
中

略
）
『
考
え
る
た
め
の
技
法
』
を
指
導
す
る
際
に
は
、
比
較
や
分
類
を
図
や
表
を
使
っ
て
視
覚
的

に
行
う
、
い
わ
ゆ
る
思
考
ツ
ー
ル
と
い
っ
た
も
の
を
活
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
」
と
あ
り

ま
す
。

講
演
で
は
、「
考
え
る
た
め
の
技
法
」
を
「
思
考
ス
キ
ル
」
と
名
称
し
「
比
較
す
る
」「
分
類
す

る
」
等
を
図
や
表
を
使
っ
て
視
覚
的
に
行
う
具
体
的
な
授
業
例
が
多
数
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

時
間
の
都
合
で
講
演
で
は
割
愛
さ
れ
ま
し
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て
小
・
中
・
高

の
系
統
性
の
確
認
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
な
が
ら
論
理
的
思

考
を
身
に
付
け
る
た
め
の
活
動
」
か
ら
「
算
数
（
５
学
年
）
正
多
角
形
の
作
図
」
「
理
科
（
６
学

年
）
電
気
の
性
質
や
働
き
を
利
用
し
た
道
具
」
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
手
順
、
「
総
合
で
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
」
の
事
例
、
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
論
理
的
思
考
」
の
関
係
性
等
が
配
付
資

料
に
よ
り
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
左
記
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

・
図
、
チ
ャ
ー
ト
を
用
い
て
、
思
考
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
勉
強
に
な
っ
た
。

・
話
し
合
い
や
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
さ
せ
た
い
と
き
、
シ
ン
キ
ン
グ
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
み
た
い
。

・
指
導
要
領
の
中
の
重
要
語
句
に
つ
い
て
、
実
践
の
や
り
方
を
聞
け
て
良
か
っ
た
。

・
授
業
が
楽
し
く
な
り
そ
う
。
慣
れ
て
く
る
と
、
主
体
的
に
学
び
、
思
考
を
深
め
る
と
思
う
。

・
子
ど
も
た
ち
に
思
考
さ
せ
て
い
る
プ
ロ
セ
ス
を
見
直
す
機
会
に
な
っ
た
。

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
等
に
つ
い
て
ど
ん
な
指
導
を
し
て
い
く
と
よ
い
か
ヒ
ン
ト
を
得
た
。

「
考
え
る
た
め
の
技
法
」
や
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」
は
特
に
子
ど
も
の
「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
各

学
校
に
お
き
ま
し
て
も
日
頃
の
授
業
改
善
及
び
教
育
課
程
の
見
直
し
に
今
回
の
講
演
内
容
を
役
立

て
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

４日 (火) 第１２回 中堅教諭等資質向上研修（厚）

６日 (木) 第1３回 初任者研修【特活 G研】
13日 (木) 第4回 初任研指導教員等連絡協議会（厚）

研究所図書室には先生方の教材研究や理論研究
に役立つ書物が多数蔵書されています。図書搬送シ
ステムを使用しての貸し出し可能です。是非御利用
下さい。下記は今月の新刊紹介です。

書    名 著    者

国語の授業がもっとうまくなる50の技 瀧澤真　著　

道徳の理論と指導法
「考え議論する道徳」でよりよく生きる力を育む

  柳沼良太　著

小学校新学習指導要領ポイント総整理　外国語   大城賢　編著

主体的・対話的で深い学び　問題解決学習入門   藤井千春　著

言葉（<新版>実践　保育内容シリーズ）  谷田貝公昭・廣澤満之　編著

遊びが学びに欠かせないわけ−自立した学び
手を育てる

  ピーター・グレイ　著　

中学生のための法教育11教材
－一人ひとりを大切にする子どもを育む－

  日本弁護士連合会市民の
ための法教育委員会　編著

クリエイティブな校長になろう
−新学習指導要領を実現する校長のマネジメント

  平川理恵　著

論文・レポートの基本   石黒圭　著

「中堅教諭等資質向上研修」の研究授業が終了しまし
た。２３名の小・中学校教諭が道徳科もしくは学級活動
の研究授業を公開し、授業づくりを通して、個人の課題
解決に取り組みました。研究授業には、教育研究所指導
主事、学校教育課指導主事、教育相談課指導主事が参加
し、指導助言を行いました。
関係校では、校長先生や教頭先生を中心に、校内の先

生方からも多くの示唆を含む助言がありました。御協力
ありがとうございました。
また「教職2年目研修」「教職３年目研修」の研究授

業に関しましては平成３１年１月までの取組となりま
す。引き続き、よろしくお願いいたします。

経年研修の実践「学級活動・道徳掲示物」


